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第1章＿総則
第1節 適用

・本特記仕様書は，道路整備課 道路舗装工事（赤坂幹線・5-1）に適用する。
・本特記仕様書に記載のない事項については，次によるものとする。
・令和5年8月　広島県　土木工事共通仕様書，
　「設計図書（別冊図面，仕様書）」，「福山市建設工事執行規則」，
　「福山市工事検査技術基準」
・その他関連規格類

第2節 工程表の提出について
・契約締結後14日以内に設計図書に基づいて,工程表を作成し,発注者に
　提出すること。工期の変更契約についても同様とする。

第3節 地元への周知・地権者への承諾
1    受注者は，地先住民，町内会長，土木常設員に工事着手及び工事完了の
    報告を行うこと。また，工事着手に先立ち地先住民及び貸借人には具体的
    な施工内容，方法，時期等の説明を行い，承諾を得ること。
2    受注者は，工事着手の際に，あらかじめ沿線地権者に施工内容等について
    の説明を行い，承諾を得ること。

第4節 工事に着手すべき期日について
受注者は，工事開始日以降30日以内に工事着手しなければならない。

第5節 保険料について
本工事は，法定外の労災保険契約の保険料を見込んでいる。

第2章＿施工条件
第1節 工程

・検査期間
・本工事の工期は，工事検査期間として，１４日間を見込んでいる。

第2節 安全対策
・交通誘導警備員

1      片側交互通行及び通行止め等の交通制限を行う場合は，関係官
       公署の許可条件を遵守し，関係機関との協議を十分に行うこと。
       また，地域の地元関係者等周辺を利用する市民への周知徹底を
       図り，安全かつ円滑な交通を確保して事故発生の無いように努
       めること。
2      作業現場，作業用地内の整理整頓に留意して必要な安全施設の
       設置等を行い，関係者以外の立入りを禁止して危険防止に努め
       ること。　
3      本工事における交通誘導員は，交通誘導警備員Bを見込んでい
       る。尚，交通誘導警備員の実施伝票は原本を提出すること。

特記仕様書



4      本工事において交通誘導警備員の積上げ人数は，交通誘導警備
       員の対象となる施工量に対し作業日当たり標準作業量から必要
       な人数を見込んでいる。したがって，正当な理由がある場合を
       除き，施工実績等による交通誘導員の積上げ人数の増員に対す
       る変更は行わない。
5      受注者は，工事着手に先立ち，交通誘導警備員の配置計画（配
       置日数及び配置場所）を作成し，監督員と協議すること。

・熱中症対策
　本工事は，工事現場の熱中症対策に資する経費に関して，補正が必要
となる場合には，監督員へ通知を行わなければならない。
　経費の補正については以下の条件によるものとする。
１　工期（工事の始期日から工事の終期日までの期間で，準備期間，
　施工に必要な実日数，不稼働日及び後片付け期間の合計をいう。
　なお，検査期間13日間，年末年始6日間（12月29日～1月3日），
　夏季休暇3日間（国民の祝日である山の日の次の日から土曜日，
　日曜日及び振替休日を除く3日間とする。），工場製作のみを実施して
　いる期間，工事全体を一時中止している期間は含まない。）期間中
　の真夏日の状況に応じて，変更契約時に現場管理費の補正を行うもの
　とする。
２　真夏日とは，日最高気温が30度以上の日をいう。また，日最高暑さ
　指数（WBGT）が25度以上の日をいう。ただし，夜間工事の場合は，
　作業時間帯の最高気温又は最高暑さ指数（WGBT）を対象とする。
３　気温の計測箇所及び結果は，施工現場から最寄りの気象庁の地上

　気象観測所の気温又は環境省が公表している観測地点の暑さ指数
　（WBGT）を用いることを標準とする。
　なお，本工事において，上記地上観測所及び観測地点は，｢福山｣と
　することを標準とする。
４　受注者は，工事期間中における気温の計測箇所，用いる計測値及び
　計測期間（計測開始日，計測終了予定日）を明記した施工計画書を
　工事着手前に提出し，計測結果を工事完成時までに監督員に提出
　すること。
５　受注者は，計測終了日について，工事完成時までに監督員と
　協議するものとする。
６　積算方法は次のとおりとする。
　（１）補正方法
　　　ア　受注者より提出された計測結果の資料を基に，補正値を
　　　　　算出し現場管理費率に加算する。ただし，現場管理費率の
　　　　　補正は，｢積算寒冷地域で施工時期が冬期となる場合の補正｣，
　　　　　｢緊急工事の場合｣及び本通知の補正値を合計し，2％を
　　　　　上限とする。
　　　イ　真夏日率＝工期期間中の真夏日÷工期
　　　ウ　補正値（％）＝真夏日率×1.2
　（２）補正値の計算結果は，パーセント表示で少数点3位を四捨五入
　　　　して2位止めとする。
７　検査員から修補の指示があった場合，修補期間は対象外とする。



第3節 建設副産物
・特定建設資材廃棄物（アスファルト塊，コンクリート塊等）

・建設リサイクル法対象工事（請負代金額500万円以上）の場合，「建
　設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」を遵守し適正に処理す
　ること。また，法第１２条第２項に基づき，法第１０条第１号から第
　５号までに掲げる事項について下請負人に告知する場合は，告知書の
　写しを監督員に提出すること。
・特定建設資材廃棄物は，「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（以
　下「廃棄物処理法」という）を遵守し，適正に処理しなければならな
　い。
・特定建設資材廃棄物は，広島県（環境局）及び保健所設置政令市（広
　島市，呉市，福山市）が，廃棄物処理法に基づき許可した適正な施設
　へ搬出し再資源化しなければならない。
・再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は，広島県（環境局）
　及び保健所設置政令市（広島市，呉市，福山市）が廃棄物処理法に基
　づき許可した適正な施設のうち受入条件が合うものの中から，運搬費
　と受入費合計が最も経済的になるものを見込んでいる。従って，正当
　な理由がある場合を除き再資源化に要する費用（単価）は変更しない。
　なお，工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により，施設へ
　の受入が困難な場合は監督員と受注者が協議するものとする。
・搬出先においては，処分状況が確認できるよう，写真撮影を行うと
　ともに，数量等が確認できるように計量伝票等を監督員に提出するこ
　と。

第4節 自社施工型を求める対象工種
・本工事は，受注者と直接的な雇用関係にある技術者及び作業員により，
　以下の工種を全て施工しなければならない。

・不陸整正工
不陸整正においては自社施工型で施工するものとする。
・表層工（アスファルト）
表層においては自社施工型で施工するものとする。

第3章＿その他
第1節 その他項目

・本特記仕様書及び設計図書に明示していない事項または，その内容に疑義
が生じた場合は，監督員の指示を受けること。
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数 量 表

区画線工　内訳

L=21.0m

工種 計算式 施工数量 計上数量

舗装工

舗装版切断 8.0+9.3+49.0+16.5+101.0 183.8m 180m

舗装版破砕 11.0×101.0 1111.0m2 1110m2

殻運搬 As舗装版厚5cm 1111.0×0.05 55.6m3 56m3

殻処分 55.6×2.35 130.7t 131t

不陸整正 補足材なし 11.0×101.0 1111.0m2 1110m2

表層 再生密粒度As（20） 11.0×101.0 1111.0m2 1110m2

アスカーブ 再生細粒度As（13） 平面図より 21.0m 20m

区画線工

溶融式区画線

白色・破線 W=15cm 平面図より 18.5m 19m

白色・実線 W=15cm 平面図より 388.1m 390m

白色・実線 W=45cm 平面図より 2.5m 3m

白色・ゼブラ W=45cm 平面図より 119.7m 120m

白色・矢印 W=15cm換算 平面図より 29.5m 30m
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